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Ⅰ　調査の概要
１　調査の目的

　新発田市は、1998年（平成10年）３月に、「新発田市女性行動計画」を策定し、その後「しばた男女共同参
画推進プラン」に改訂、改称した。現在は、「第３次しばた男女共同参画推進プラン」及び2015年（平成27年）
に制定した「男女共同参画推進条例」に基づき、男女共同参画社会の実現に向けた取組を行っている。
　この市民意識調査は、男女共同参画に関する意識を把握し、今後の男女共同参画社会の形成と推進に役立て
るための基礎資料を得るために実施した。

２　調査の方法等
⑴　調査の時期

　2017年（平成29年）６月１日現在において実施した。
⑵　調査票の種類　

　1997年（平成９年）、2002年（平成14年）、2011年（平成23年）実施の「市民意識調査」及び他市の意
識調査等を参考に設問を設け、自由記載欄を加えて実施した。

⑶　調査の対象と方法
　新発田市住民基本台帳から、15歳以上の2,100人を無作為抽出し（15歳以上の10代から70代以上までの
７階層から、１階層300人を基準とし、男女別、地域別は、人口構成比で按分のうえ、無作為抽出した。）調
査票を対象者に郵送し、郵送によって回収する方法で行った。

３　調査抽出数、有効回答数、回収率の比較表
抽出数
（人）

回答者
（人）

回収率
（％）

男
（％）

女
（％）

無記入
（％）

2,100
（男  1,040）
（女  1,060）

815
（男 374）
（女 410）
（無記入 31）

38.8％ 36.0％ 38.7％ ー

４　年代・男女構成比
区分 全体（人）全体（％）男性（人）男性（％）女性（人）女性（％）無記入（人）無記入（％）抽出数（人）回収率（％）

回答者数 815 100.0 374 100.0 410 100.0 31 100.0 2,100 38.8
10 代 103 12.6 48 12.8 53 12.9 2 6.5 300 34.3
20 代 84 10.3 36 9.6 45 11.0 3 9.7 300 28.0
30 代 90 11.0 41 11.0 48 11.7 1 3.2 300 30.0
40 代 105 12.9 47 12.6 57 13.9 1 3.2 300 35.0
50 代 115 14.1 53 14.2 61 14.9 1 3.2 300 38.3
60 代 166 20.4 86 23.0 80 19.5 300 55.3

70代〜 137 16.8 62 16.6 65 15.9 10 32.3 300 45.7
無記入 15 1.8 1 0.3 1 0.2 13 41.9

５　地域・男女構成比

番号
区分 全体（人）全体（％）男性（人）男性（％）女性（人）女性（％）無記入（人）無記入（％）抽出数（人）回収率（％）
地域 815 100.0 374 100.0 410 100.0 31 100.0 2,100 38.8

1 新発田地区 643 78.9 298 79.7 329 80.2 16 51.6 1,648 39.0
2 豊 浦 地 区 58 7.1 29 7.8 28 6.8 1 3.2 168 34.5
3 紫雲寺地区 55 6.7 23 6.1 31 7.6 1 3.2 152 36.2
4 加治川地区 45 5.5 23 6.1 21 5.1 1 3.2 132 34.1
5 無 記 入 14 1.7 1 0.3 1 0.2 12 38.7
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Ⅱ　調査の結果と分析

【問１】 男女共同参画社会ということばを知っていますか。
 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 知っている 46.5 24.2 48.6
2 聞いたことはあるが、あまり知らない 26.9 35.2
3 知らない 22.5 29.0 39.3
4 無記入 4.2 11.6 12.1

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 46.5 51.1 43.4 32.3 68.9 50.0 36.7 33.3 50.4 46.4 40.1 53.3 
2 26.9 25.7 26.8 41.9 16.5 28.6 27.8 35.2 23.5 28.3 27.7 26.7 
3 22.5 20.1 24.9 19.4 13.6 19.0 35.6 26.7 24.3 20.5 21.2 13.3 
4 4.2 3.2 4.9 6.5 1.0 2.4 4.8 1.7 4.8 10.9 6.7 

男女共同参画社会ということばを知っていますか

＜説明＞
〇　「知っている」が 46.5％、「聞いたことはあるが、あまり知らない」が 26.9％、「知らない」が 22.5％となっている。
〇　男女別では、「知っている」が、男性で 51.1％、女性で 43.4％と、男性の方が 7.7 ポイント高くなっている。
〇　年代別では、「知っている」割合が高いのは、10 代（68.9％）、50 代（50.4％）、20 代（50.0％）の順となっており、低いのは、

40 代（33.3％）となっている。

＜分析結果＞
〇　2011年調査と比較し「知っている」が 22.3 ポイント増えている。
〇　10 代が「知っている」と回答した割合が７割近くと突出していることから、「知っている」が増加した要素の一つは、10 代を調査

に加えたことである。

【問２】 次の名称やことばについて知っていますか。それぞれについて○をつけてください。
①男女共同参画社会基本法 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 内容まで知っている 20.2 9.9 8.9 
2 聞いたことがある 44.7 41.8 38.8 
3 知らない 31.2 35.7 44.0 
4 無記入 3.9 12.6 8.3 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 20.2 21.7 19.8 9.7 54.4 26.2 8.9 13.3 19.1 12.7 12.4 33.3 
2 44.7 46.0 43.7 41.9 28.2 41.7 45.6 47.6 45.2 53.6 46.0 33.3 
3 31.2 29.1 32.9 32.3 16.5 28.6 44.4 37.1 33.9 30.7 29.2 26.7 
4 3.9 3.2 3.7 16.1 1.0 3.6 1.1 1.9 1.7 3.0 12.4 6.7 

無記入
4.2％

知らない
22.5％

聞いたことはあるが、あまり知らない
26.9％

知っている
46.5％
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②男女雇用機会均等法（雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律） 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 内容まで知っている 39.9 36.5 37.2 
2 聞いたことがある 41.5 44.2 43.7 
3 知らない 15.0 8.5 11.1 
4 無記入 3.7 10.8 8.0 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 39.9 40.4 40.7 22.6 62.1 41.7 43.3 45.7 48.7 30.7 19.0 40.0 
2 41.5 42.5 40.0 48.4 24.3 39.3 47.8 41.9 40.9 47.0 43.8 53.3 
3 15.0 13.4 16.1 19.4 12.6 16.7 8.9 10.5 9.6 18.1 25.5 
4 3.7 3.7 3.2 9.7 1.0 2.4 1.9 0.9 4.2 11.7 6.7 

③育児・介護休業法（育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律） 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 内容まで知っている 31.4 36.3 36.9 
2 聞いたことがある 47.2 41.9 45.7 
3 知らない 17.5 9.2 8.5 
4 無記入 3.8 12.6 8.9 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 31.4 26.7 36.3 22.6 40.8 34.5 30.0 36.2 43.5 22.9 17.5 53.3 
2 47.2 49.7 45.4 41.9 34.0 38.1 60.0 48.6 44.3 56.0 47.4 26.7 
3 17.5 19.5 15.1 25.8 24.3 25.0 10.0 13.3 11.3 17.5 21.9 13.3 
4 3.8 4.0 3.2 9.7 1.0 2.4 1.9 0.9 3.6 13.1 6.7 

④ジェンダー（社会的、文化的につくりだされた性差） 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 内容まで知っている 14.2 7.9 6.6 
2 聞いたことがある 27.5 19.4 25.9 
3 知らない 53.4 56.5 56.7 
4 無記入 4.9 16.2 10.8 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 14.2 12.3 16.3 9.7 30.1 28.6 20.0 15.2 12.2 3.0 2.9 26.7 
2 27.5 27.3 27.1 35.5 22.3 26.2 43.3 29.5 27.8 25.9 20.4 40.0 
3 53.4 55.1 52.7 41.9 44.7 42.9 35.6 53.3 57.4 66.9 61.3 26.7 
4 4.9 5.3 3.9 12.9 2.9 2.4 1.1 1.9 2.6 4.2 15.3 6.7 

⑤ポジティブ・アクション（積極的格差是正措置） 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 内容まで知っている 3.4 3.4 1.4 
2 聞いたことがある 20.2 18.4 20.9 
3 知らない 71.3 61.8 67.1 
4 無記入 5.0 16.4 10.5 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 3.4 4.5 2.7 6.8 3.6 4.4 2.9 4.3 1.8 2.2 
2 20.2 19.8 19.8 32.3 22.3 17.9 18.9 18.1 18.3 21.1 21.2 40.0 
3 71.3 70.6 73.7 48.4 68.9 76.2 74.4 77.1 76.5 72.3 59.9 53.3 
4 5.0 5.1 3.9 19.4 1.9 2.4 2.2 1.9 0.9 4.8 16.8 6.7 

⑥ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活との調和） 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人

1 内容まで知っている 18.2 12.4
2 聞いたことがある 37.7 35.7
3 知らない 39.5 37.6
4 無記入 4.7 14.3

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 18.2 18.7 18.8 3.2 46.6 26.2 20.0 18.1 16.5 7.2 6.6 6.7 
2 37.7 37.7 36.6 51.6 26.2 31.0 43.3 40.0 33.9 46.4 35.0 60.0 
3 39.5 38.5 41.0 32.3 25.2 39.3 36.7 39.0 47.8 41.6 44.5 26.7 
4 4.7 5.1 3.7 12.9 1.9 3.6 2.9 1.7 4.8 13.9 6.7 
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⑦リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（生涯を通じた女性の健康と権利） 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 内容まで知っている 3.2 1.4 1.7 
2 聞いたことがある 14.1 10.2 12.8 
3 知らない 78.7 73.1 74.9 
4 無記入 4.0 15.2 10.7 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 3.2 3.7 2.7 3.2 10.7 2.4 2.2 2.9 1.7 1.2 2.2 6.7 
2 14.1 15.0 12.9 19.4 15.5 14.3 12.2 14.3 7.8 16.3 15.3 26.7 
3 78.7 77.0 81.2 64.5 72.8 81.0 85.6 81.0 89.6 78.9 67.9 60.0 
4 4.0 4.3 3.2 12.9 1.0 2.4 1.9 0.9 3.6 14.6 6.7 

⑧ＤＶ防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律） 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 内容まで知っている 29.8
2 聞いたことがある 50.1
3 知らない 16.3
4 無記入 3.8

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 29.8 28.3 31.2 29.0 26.2 28.6 28.9 39.0 44.3 25.3 18.2 46.7 
2 50.1 50.0 50.7 41.9 44.7 47.6 61.1 47.6 44.3 60.2 43.8 40.0 
3 16.3 17.9 14.9 16.1 28.2 21.4 10.0 11.4 10.4 10.8 24.8 6.7 
4 3.8 3.7 3.2 12.9 1.0 2.4 1.9 0.9 3.6 13.1 6.7 

⑨女性活躍推進法（女性の職業生活における活躍の推進に関する法律） 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 内容まで知っている 9.1
2 聞いたことがある 43.3
3 知らない 43.8
4 無記入 3.8

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 9.1 8.0 9.8 12.9 14.6 11.9 7.8 9.5 7.0 7.2 4.4 40.0 
2 43.3 45.5 41.7 38.7 35.9 39.3 52.2 45.7 46.1 48.2 37.2 26.7 
3 43.8 42.8 45.4 35.5 48.5 47.6 40.0 43.8 44.3 42.2 44.5 20.0 
4 3.8 3.7 3.2 12.9 1.0 1.2 1.0 2.6 2.4 13.9 13.3 

⑩新発田市男女共同参画推進条例 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 内容まで知っている 3.9
2 聞いたことがある 22.8
3 知らない 70.2
4 無記入 3.1

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 3.9 3.2 4.1 9.7 7.8 1.2 1.1 1.9 2.6 4.8 4.4 20.0 
2 22.8 22.2 23.9 16.1 18.4 15.5 21.1 26.7 16.5 26.5 29.9 20.0 
3 70.2 71.7 69.3 64.5 72.8 83.3 77.8 70.5 80.0 65.7 54.0 53.3 
4 3.1 2.9 2.7 9.7 1.0 1.0 0.9 3.0 11.7 6.7 

⑪しばた男女共同参画推進プラン 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 内容まで知っている 3.2
2 聞いたことがある 19.6
3 知らない 70.9
4 無記入 6.3

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 3.2 2.9 3.4 3.2 5.8 1.2 1.1 1.9 3.5 3.6 3.6 6.7 
2 19.6 18.7 20.7 16.1 12.6 13.1 20.0 25.7 12.2 24.1 23.4 33.3 
3 70.9 71.4 71.0 64.5 77.7 84.5 76.7 69.5 80.0 66.3 55.5 46.7 
4 6.3 7.0 4.9 16.1 3.9 1.2 2.2 2.9 4.3 6.0 17.5 13.3 
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⑫イクメン（育児と家事をパートナーと分担し、主体的に行う男性） 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人

1 内容まで知っている 51.4 48.9
2 聞いたことがある 33.6 31.1
3 知らない 11.3 7.9
4 無記入 3.7 12.1

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 51.4 41.7 60.7 45.2 76.7 73.8 56.7 56.2 60.9 35.5 21.2 66.7 
2 33.6 40.6 28.0 22.6 14.6 17.9 34.4 33.3 29.6 48.2 45.3 13.3 
3 11.3 13.4 8.5 22.6 6.8 8.3 8.9 8.6 8.7 13.3 20.4 6.7 
4 3.7 4.3 2.7 9.7 1.9 1.9 0.9 3.0 13.1 13.3 

⑬イクボス（職場で共に働く部下・スタッフの仕事と生活との調和を考え、その人のキャリアと人生
　を応援しながら、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司） 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 内容まで知っている 10.2
2 聞いたことがある 26.1
3 知らない 60.0
4 無記入 3.7

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 10.2 9.1 11.2 9.7 5.8 7.1 13.3 13.3 14.8 10.2 7.3 6.7 
2 26.1 24.3 28.0 22.6 16.5 15.5 27.8 29.5 27.8 34.3 24.8 26.7 
3 60.0 63.1 57.6 54.8 76.7 77.4 58.9 55.2 56.5 53.0 53.3 53.3 
4 3.7 3.5 3.2 12.9 1.0 1.9 0.9 2.4 14.6 13.3 

⑭マタハラ（マタニティハラスメントの略　職場において妊娠や出産をした人に対し、妊娠や出産を
　したことが業務上支障をきたすという理由で、行われる嫌がらせ） 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 内容まで知っている 46.4
2 聞いたことがある 37.5
3 知らない 13.1
4 無記入 2.9

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 46.4 39.0 53.7 38.7 47.6 60.7 53.3 59.0 58.3 37.3 22.6 53.3 
2 37.5 45.2 31.5 25.8 26.2 27.4 40.0 32.4 33.0 49.4 45.3 26.7 
3 13.1 12.8 12.7 22.6 25.2 11.9 6.7 7.6 7.8 11.4 20.4 6.7 
4 2.9 2.9 2.2 12.9 1.0 1.0 0.9 1.8 11.7 13.3 

⑮パタハラ（パタニティーハラスメントの略　育児休暇取得や育児の短時間勤務、フレックス勤務
　などを申し出る男性に対する嫌がらせ） 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 内容まで知っている 16.6
2 聞いたことがある 27.7
3 知らない 52.8
4 無記入 2.9

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 16.6 16.3 16.8 16.1 19.4 19.0 18.9 15.2 18.3 16.9 9.5 26.7 
2 27.7 31.3 24.9 22.6 18.4 21.4 24.4 25.7 28.7 31.9 37.2 20.0 
3 52.8 49.2 56.3 48.4 61.2 59.5 56.7 58.1 52.2 49.4 41.6 40.0 
4 2.9 3.2 2.0 12.9 1.0 1.0 0.9 1.8 11.7 13.3 
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次の名称や言葉について知っていますか

内容まで知っている　　　　　　　聞いたことがある　　　　　　　　　　　  知らない　　　   無記入

100％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

①男女共同参画社会基本法

②男女雇用機会均等法

③育児・介護休業法

④ジェンダー

⑤ポジティブ・アクション

⑥ワーク・ライフ・バランス

⑦リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

⑧ＤＶ防止法

⑨女性活躍推進法

⑩市男女共同参画推進条例

⑪市男女共同参画推進プラン

⑫イクメン

⑬イクボス

⑭マタハラ

⑮パタハラ

20.2％ 44.7％ 31.2％ 3.9％

3.7％

3.8％

4.9％

5.0％

4.7％

4.0％

3.8％

3.8％

3.1％

6.3％

3.7％

3.7％

2.9％

2.9％

3.9％

39.9％ 41.5％ 15.0％ 3.7％

31.4％ 47.2％ 17.5％ 3.8％

14.2％ 27.5％ 53.4％ 4.9％

3.4％

3.2％

3.9％

3.2％

3.4％ 20.2％ 71.3％ 5.0％

18.2％ 37.7％ 39.5％ 4.7％

3.2％ 14.1％ 78.7％ 4.0％

29.8％ 50.1％ 16.3％ 3.8％

9.1％ 43.3％ 43.8％ 3.8％

3.9％

3.2％

22.8％

19.6％

70.2％

70.9％

3.1％

6.3％

51.4％ 33.6％ 11.3％ 3.7％

10.2％ 26.1％ 60.0％ 3.7％

46.4％ 37.5％ 13.1％ 2.9％

16.6％ 27.7％ 52.8％ 2.9％

＜説明＞
〇　2011年調査と比較できるのは８項目で、新たに７項目を追加した。
○　①「男女共同参画社会基本法」については、「内容まで知っている」が 20.2％と、2011年調査より10.3 ポイント高くなっている。
○　②「男女雇用機会均等法」については、「内容まで知っている」が 39.9％と、2011年調査より3.4 ポイント高くなっている。
〇　③「育児・介護休業法」については、「内容まで知っている」が 31.4％と、2011年調査より 4.9 ポイント低くなっている。
○　④「ジェンダー」については、「内容まで知っている」が 14.2％と、2011年調査より 6.3 ポイント高くなっている。
○　⑤「ポジティブ・アクション」については、「内容まで知っている」が 2011年調査と同じ 3.4％となっており、「知らない」が 71.3％と、

9.5 ポイント高くなっている。
○　⑥「ワーク・ライフ・バランス」については、「内容まで知っている」が 18.2％と、2011年調査より 5.8 ポイント高くなっている。
〇　⑦「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」については、「内容まで知っている」が 3.2％と、2011年調査より1.8 ポイント高くなっている。
○　⑧「ＤＶ防止法」については、「内容まで知っている」が 29.8％となっている。
〇　⑨「女性活躍推進法」については、「内容まで知っている」が 9.1％となっている。
○　⑩「新発田市男女共同参画推進条例」については、「内容まで知っている」が 3.9％となっている。
〇　⑪「しばた男女共同参画推進プラン」については、「内容まで知っている」がと 3.2％となっている。
○　⑫「イクメン」については、「内容まで知っている」が 51.4％と、2011年調査より2.5 ポイント高くなっている。
〇　⑬「イクボス」については、「内容まで知っている」が 10.2％となっている。
○　⑭「マタハラ」については、「内容まで知っている」が 46.4％となっている。
〇　⑮「パタハラ」については、「内容まで知っている」が 16.6％となっている。

＜分析結果＞
〇　「内容まで知っている」のは、⑫「イクメン」（51.4％）、⑭「マタハラ」（46.4％）、②「男女雇用機会均等法」（39.9％）、③「育児・

介護休業法」（31.4％）、⑧「ＤＶ防止法」（29.8％）の順に高い。これは、マスコミ等の影響と、関係団体、企業等の取組により、
市民の関心が比較的高くなっていると推測される。

〇　⑩「新発田市男女共同参画推進条例」と⑪「しばた男女共同参画推進プラン」の「知らない」は、ともに 70％台と高くなっている。
〇　専門的な用語である⑦「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」⑤「ポジティブ・アクション」について、「内容まで知っている」と、「聞

いたことがある」の合計は、それぞれ17.3％、23.6％であり、2011年調査同様比較的低くなっている。
〇　①「男女共同参画社会基本法」を「内容まで知っている」10 代は 54.4％と、平均より30 ポイント以上高くなっているなど、一部

を除き10 代が「内容まで知っている」割合が、他の年代より高い傾向となっている。
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【問３－１】 男は仕事、女は家庭という考え方についてどう思いますか。
 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 賛成 3.6 3.9 6.6 
2 どちらかといえば賛成 29.0 37.1 36.9 
3 どちらかといえば反対 32.3 35.1 36.9 
4 反対 32.4 19.2 14.3 
5 無記入 2.8 4.7 5.2 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 3.6 5.1 2.2 3.2 3.9 4.8 5.6 2.9 2.6 3.0 3.6 
2 29.0 29.7 26.8 48.4 15.5 16.7 25.6 29.5 31.3 33.7 38.0 53.3 
3 32.3 31.0 33.9 25.8 25.2 44.0 36.7 33.3 27.8 31.3 32.8 20.0 
4 32.4 31.3 34.4 19.4 52.4 34.5 32.2 31.4 33.9 29.5 20.4 20.0 
5 2.8 2.9 2.7 3.2 2.9 2.9 4.3 2.4 5.1 6.7 

男は仕事、女は家庭という考え方についてどう思いますか

＜説明＞
〇　「反対」が 32.4％と、2011年調査より13.2 ポイント高くなっている。
〇　「どちらかといえば反対」が 32.3％と、2011年調査より2.8 ポイント低くなっている。
〇　「賛成」（3.6％）と「どちらかといえば賛成」（29.0％）の合計は 32.6％と、2011年調査より 8.4 ポイント低くなっている。
〇　男女別では、「反対」が男性、女性ともに 30％台前半であるが、女性の方が 3.1ポイント高くなっている。「どちらかといえば反対」

も男性、女性ともに 30％台前半であるが、女性の方が 2.9 ポイント高くなっている。
〇　年代別では、10 代で「反対」が 50％を超えており、他の年代では「反対」が 20％台又は 30％台となっている。

＜分析結果＞
〇　「男は仕事、女は家庭という考え方」は、固定的性別役割分担意識を表す考え方である。「反対」が 2011年調査より13.2 ポイン

ト高くなっているが、3 割を超える人が「賛成」又は「どちらかといえば賛成」と回答している現状がある。

無記入
2.8％

賛成
3.9％

反対
32.4％

どちらかといえば賛成
29.0％

どちらかといえば反対
32.3％
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【問３－２】 「賛成」、「どちらかといえば賛成」という方にお聞きします。その理由について、３つ以
内で〇をつけてください。

 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 265人 312人 368人

1 男性は仕事、女性は家事・育児・介護にむいている 34.0 54.5 60.1 
2 家族を養うのは男性の役割で、家事・育児・介護は女性の役割 23.4 32.7 30.4 
3 女性が働くと、家事・育児・介護がきちんとできなくなる 38.9 46.2 48.9 
4 子どものころからそういった教育をされてきた 21.9 26.3 26.4 
5 女性が働いた場合、男性と比べ不利なところがある 36.2 29.2 29.1 
6 その他 14.0 8.7 5.7 
7 無記入 2.3 2.9 3.0 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 265人 130人 119人 16人 20人 18人 28人 34人 39人 61人 57人 8人
1 34.0 30.0 37.0 43.8 10.0 33.3 32.1 35.3 38.5 31.1 40.4 50.0 
2 23.4 32.3 15.1 12.5 15.0 16.7 17.9 14.7 17.9 32.8 29.8 25.0 
3 38.9 28.5 51.3 31.3 55.0 33.3 21.4 50.0 35.9 42.6 35.1 37.5 
4 21.9 29.2 14.3 18.8 20.0 5.6 10.7 14.7 20.5 27.9 33.3 12.5 
5 36.2 27.7 44.5 43.8 30.0 44.4 21.4 50.0 30.8 36.1 36.8 50.0 
6 14.0 15.4 13.4 6.3 15.0 27.8 50.0 11.8 10.3 6.6 3.5 12.5 
7 2.3 3.1 12.5 5.1 1.6 5.3 

「賛成」、「どちらかといえば賛成」の理由（複数回答）

45％0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％

男性は仕事、女性は家事・育児・介護にむいている

家族を養うのは男性の役割で、家事・育児・介護は女性の役割

女性が働くと、家事・育児・介護がきちんとできなくなる

子どものころからそういった教育をされてきた

女性が働いた場合、男性と比べ不利なところがある

その他

無記入

34.0％

23.4％

38.9％

21.9％

36.2％

14.0％

2.3％

＜説明＞
〇　「女性が働くと、家事・育児・介護がきちんとできなくなる」が 38.9％、「女性が働いた場合、男性と比べ不利なところがある」が

36.2％、「男性は仕事、女性は家事・育児・介護にむいている」が 34.0％となっている。
〇　男女別では、「家族を養うのは男性の役割で、家事・育児・介護は女性の役割」「子どものころからそういった教育をされてきた」で、

男性の方が、それぞれ17.2 ポイント、14.9 ポイント高くなっている。「女性が働くと、家事・育児・介護がきちんとできなくなる」「女
性が働いた場合、男性と比べ不利なところがある」で、女性の方が、それぞれ 22.8 ポイント、16.8 ポイント高くなっている。

〇　年代別では、10 代では「男性は仕事、女性は家事・育児・介護にむいている」とした10 代が 10％であるが、その他の年代では
30％以上となっている。

＜分析結果＞
〇　2011年調査と比較して、「女性が働いた場合、男性と比べ不利なところがある」が 7 ポイント高くなっているが、それ以外の理由

は数ポイント以上低くなっている。特に、「男性は仕事、女性は家事・育児・介護にむいている」は 20.5 ポイント低下している。女
性も男性も、ともに職業生活と家庭生活を営んでいくという意識が、徐々に浸透しつつあるように思われる。

〇　「女性が働くと、家事・育児・介護がきちんとできなくなる」「女性が働いた場合、男性と比べ不利なところがある」で、女性が、それぞれ、
51.3％、44.5％となっている。家庭生活での女性の負担感、職場での男女の不平等感があることが推測される。
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【問３－３】 「反対」、「どちらかといえば反対」という方にお聞きします。その理由について、３つ以
内で〇をつけてください。 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 527人 413人 433人

1 女性が経済的な自立をめざすため仕事を持つ方がよい 31.3 47.2 50.3 
2 仕事を持っていても家事・育児・介護は協力してするべき 76.9 76.5 79.2 
3 仕事と家庭はどちらが分担してもよい 60.9 54.2 51.7 
4 家庭だけにいると視野が狭くなる 18.6 36.8 25.4 
5 その他 4.7 3.1 2.1 
6 無記入 1.3 2.4 3.0 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 527人 233人 280人 14人 80人 66人 62人 68人 71人 101人 73人 6人
1 31.3 31.3 31.8 21.4 17.5 18.2 29.0 29.4 29.6 44.6 45.2 33.3 
2 76.9 71.2 81.8 71.4 75.0 74.2 71.0 80.9 81.7 76.2 78.1 83.3 
3 60.9 56.2 63.9 78.6 62.5 77.3 59.7 67.6 59.2 51.5 50.7 100.0 
4 18.6 20.6 17.1 14.3 10.0 15.2 24.2 25.0 18.3 21.8 17.8 
5 4.7 8.2 1.8 7.1 7.5 4.5 4.8 1.5 7.0 5.9 1.4 
6 1.3 1.3 1.4 1.5 1.5 1.0 5.5 

「反対」、「どちらかといえば反対」の理由（複数回答）

90％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

女性が経済的な自立をめざすため仕事を持つ方がよい

仕事を持っていても家事・育児・介護は協力してするべき

仕事と家庭はどちらが分担してもよい

家庭だけにいると視野が狭くなる

その他

無記入

31.3％

76.9％

60.9％

18.6％

4.7％

1.3％

＜説明＞
〇　「仕事を持っていても家事・育児・介護は協力してすべき」が 76.9％、「仕事と家庭はどちらが分担してもよい」が 60.9％、「女性

が経済的自立をめざすため仕事を持つ方がよい」が 31.3％となっている。
〇　男女別では、「仕事をもっていても家事・育児・介護は協力してするべき」「仕事と家庭はどちらが分担してもよい」で、女性の方が、

それぞれ10.6 ポイント、7.7 ポイント高くなっている。

＜分析結果＞
〇　2011年調査と比較して、「家庭だけにいると視野が狭くなる」が 18.2 ポイント低下し、「女性が経済的な自立をめざすため仕事を

持つ方がよい」15.9 ポイント低下している。働くことは当たり前のことであると思っているのか、経済的な自立は難しいと思っている
のか、時代状況を反映しているものと推測できる。

〇　理由を 3 つ以内で選択する設問であるが、2011年調査に比べ、全ての回答を合計した割合が 25.4 ポイント減少している。選択
肢が現実に合わなくなってきていることも考えられる。

【問４】 男は男らしく、女は女らしくという考えについてどう思いますか。 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 「男は男らしく」「女は女らしく」あるべきである 12.4 22.2 24.4 
2 「男らしさ」「女らしさ」よりも「その人らしさ」を尊重するべきである 79.9 66.9 64.4 
3 その他 2.7 
4 無記入 5.0 4.7 4.7 

わからない 6.2 2.8 
「男らしさ」「女らしさ」は必要ない 3.7 

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 12.4 17.1 8.0 12.9 7.8 9.5 8.9 11.4 15.7 10.8 20.4 6.7 
2 79.9 73.5 85.6 80.6 85.4 88.1 82.2 82.9 73.9 81.3 70.1 80.0 
3 2.7 2.9 2.7 3.9 2.4 5.6 1.0 6.1 1.2 0.7 
4 5.0 6.4 3.7 6.5 2.9 3.3 4.8 4.3 6.6 8.8 13.3 
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男は男らしく、女は女らしくという考えについてどう思いますか

＜説明＞
〇　「『男らしさ』『女らしさ』よりも『その人らしさ』を尊重すべきである」が 79.9％と、2011年調査より13 ポイント高くなっている。
〇　「『男は男らしく』『女は女らしく』あるべきである」が 12.4％と、2011年調査より 9.8 ポイント低くなっている。
〇　男女別では、「『男は男らしく』『女は女らしく』あるべきである」で、男性の方が 9.1ポイント高く、「『男らしさ』『女らしさ』よりも『そ

の人らしさ』を尊重すべきである」で、女性の方が 12.1ポイント高くなっている。

＜分析結果＞
〇　「『男は男らしく』『女は女らしく』あるべきである」が 2011年調査より 9.8 ポイント低くなっており、社会的、文化的につくりださ

れた性差であるジェンダー意識が薄らいできているように見える。しかし、問3 －2で、「男は仕事、女は家庭という考え方について」、
「賛成」または「どちらかといえば賛成」とした理由で、「女性が働くと、家事・育児・介護がきちんとできなくなる」と回答した女性は、
51.3％という結果となっている。

【問５】社会の中で男女平等になっていないと思うところはどんなところですか。あてはまるものす
べてに〇をつけてください。

 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 家庭 33.6 34.7 33.6
2 地域 16.3 27.1
3 職場 54.5 49.7 36.9
4 学校 12.0 8 4.6
5 政治 32.3 27.1 13.5
6 マスメディア（テレビ・雑誌など） 11.4 13.3
7 インターネット（インターネット交流サイト（SNS）やブログ） 4.5 
8 慣習やしきたり 52.1 56.4 47.8
9 法や制度 22.8 18.1 14.4

10 その他 2.6 2
11 無記入 9.4 15.2 11.5

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 33.6 26.5 40.5 29.0 19.4 36.9 38.9 28.6 39.1 34.9 36.5 33.3 
2 16.3 16.0 17.3 6.5 5.8 19.0 16.7 17.1 14.8 26.5 12.4 
3 54.5 55.9 53.7 48.4 51.5 66.7 55.6 52.4 53.9 56.0 50.4 40.0 
4 12.0 13.9 10.0 16.1 21.4 21.4 13.3 13.3 5.2 10.2 5.8 6.7 
5 32.3 31.0 34.1 22.6 27.2 33.3 31.1 36.2 34.8 35.5 28.5 20.0 
6 11.4 11.5 11.0 16.1 4.9 25.0 17.8 12.4 9.6 9.0 5.8 26.7 
7 4.5 5.1 4.1 3.2 5.8 14.3 6.7 2.9 2.6 3.6 0.7 
8 52.1 48.7 55.6 48.4 37.9 48.8 51.1 61.0 58.3 54.2 50.4 60.0 
9 22.8 21.4 23.7 29.0 23.3 33.3 22.2 32.4 22.6 18.1 13.9 33.3 

10 2.6 2.7 2.2 6.5 1.9 2.4 6.7 1.0 1.7 3.0 1.5 6.7 
11 9.4 10.2 7.8 22.6 7.8 1.2 6.7 8.6 7.0 10.2 19.0 13.3 

無記入
5.0％その他

2.7％
「男は男らしく」「女は女らしく」あるべきである

12.4％

「男らしさ」「女らしさ」よりも
「その人らしさ」を尊重するべきである

79.9％
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社会の中で、男女平等になっていないと思うところはどんなところですか（複数回答）

60％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

33.6％

16.3％

54.5％

12.0％

32.3％

11.4％

4.5％

52.1％

22.8％

2.6％

9.4％

家庭

地域

職場

学校

政治

マスメディア（テレビ・雑誌など）

インターネット（インターネット交流サイト（SNS）やブログ）

慣習やしきたり

法や制度

その他

無記入

＜説明＞
〇　「職場」が 54.5％、「慣習やしきたり」が 52.1％、「家庭」が 33.6％、「政治」が 32.3％、「法や制度」が 22.8％となっている。
〇　2011年調査との比較では、「政治」「職場」「法や制度」が、それぞれ 5.2 ポイント、4.8 ポイント、4.7 ポイント高くなっている。
〇　男女別では、「家庭」「慣習やしきたり」で、女性の方が、それぞれ14 ポイント、6.9 ポイント高くなっている。

< 分析結果 >
〇　「家庭」における男女平等の男性と女性の数値の乖離からは、家庭生活での男性と女性との認識の違いがうかがえる。
〇　「職場」や「慣習やしきたり」で、男女平等になっていないと思っていることが明らかになったと言える。

【問６】政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やす時に障壁（さまたげ）となるもの
は何だと思いますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。

 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 現時点では、必要な知識や経験などを持つ女性が少ないこと 28.2 
2 女性自身がリーダーになることを希望しないこと 22.2 
3 上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと 34.6 
4 長時間労働の改善が十分ではないこと 36.6 
5 企業などにおいては、管理職になると広域異動が増えること 20.4 
6 保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと 50.6 
7 保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと 43.1 
8 その他 1.5 
9 特にない 5.8 

10 無記入 7.0 
（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）

区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入
回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人

1 28.2 28.6 27.8 29.0 19.4 22.6 23.3 21.0 23.5 37.3 40.9 20.0 
2 22.2 24.3 20.0 25.8 19.4 21.4 22.2 21.9 21.7 26.5 19.7 26.7 
3 34.6 28.9 40.0 32.3 42.7 36.9 31.1 42.9 40.9 25.9 28.5 33.3 
4 36.6 33.7 39.0 38.7 24.3 39.3 44.4 45.7 33.0 33.1 38.0 46.7 
5 20.4 18.2 22.2 22.6 6.8 19.0 17.8 20.0 23.5 24.7 24.8 26.7 
6 50.6 41.4 60.2 32.3 40.8 53.6 54.4 61.0 57.4 51.8 40.1 33.3 
7 43.1 36.9 49.8 29.0 35.0 45.2 47.8 49.5 50.4 42.2 36.5 26.7 
8 1.5 1.6 1.5 1.0 2.4 2.2 1.0 3.5 0.6 0.7 
9 5.8 8.0 3.9 3.2 10.7 6.0 7.8 2.9 0.9 7.2 5.1 6.7 

10 7.0 7.5 5.9 16.1 2.9 1.2 2.2 7.6 6.1 9.0 13.9 13.3 
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政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やす時に障壁（さまたげ）となるものは
何だと思いますか（複数回答）

60％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

28.2％

22.2％

34.6％

36.6％

20.4％

50.6％

43.1％

1.5％

5.8％

7.0％

現時点では、必要な知識や経験などを持つ女性が少ないこと

女性自身がリーダーになることを希望しないこと

　

長時間労働の改善が十分ではないこと

企業などにおいては、管理職になると広域異動が増えること

　

保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと

その他

特にない

無記入

上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望
しないこと

保育・介護・家事などにおける夫などの家庭の支援が十分
ではないこと

＜説明＞
〇　「保育・介護・家庭などにおける夫などの家族の支援が十分でないこと」が 50.6％、「保育・介護の支援などの公的サービスが十

分でないこと」が 43.1％、「長時間労働の改善が十分でないこと」が 36.6％、「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダー
を希望しないこと」が 34.6％となっている。

〇　男女別では、「保育・介護・家庭などにおける夫などの家族の支援が十分でないこと」で、女性の方が 18.8 ポイント高く、「保育・
介護の支援などの公的サービスが十分でないこと」で、女性の方が 12.9 ポイント高くなっている。

＜分析結果＞
〇　男性の意識、女性の意識、家庭生活、職場環境、社会制度など、女性リーダーを増やしていくために改善・改革していかなけれ

ばならないことは多いが、「夫などの家族の支援」「保育・介護の支援などの公的サービス」が優先的に求められている。

【問７】「仕事」（※）や「個人や家庭の生活」について、次のうち、あなたの希望に最も近いものを
１つ選んでください。 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 「仕事」を優先したい 5.9
2 「個人や家庭の生活」を優先したい 32.8
3 「仕事」と「個人や家庭の生活」をともに優先したい 54.4
4 無記入 7.0

※学生の方は「仕事」を「学業」に置き換えてください。
（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）

区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入
回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人

1 5.9 8.3 3.9 3.2 13.6 2.4 7.8 1.9 4.3 4.2 8.0 
2 32.8 31.3 34.4 29.0 18.4 41.7 37.8 41.9 35.7 31.9 25.5 40.0 
3 54.4 53.5 55.6 48.4 66.0 54.8 51.1 51.4 56.5 53.6 49.6 46.7 
4 7.0 7.0 6.1 19.4 1.9 1.2 3.3 4.8 3.5 10.2 16.8 13.3 

「仕事」や「個人や家庭の生活」について、あなたの希望に最も近いもの
無記入
7.0％

「仕事」を優先したい
5.9％

「個人や家庭の生活」を優先したい
32.8％「仕事」と「個人や家庭の生活」

をともに優先したい
54.4％
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＜説明＞
○　「『仕事』と『個人や家庭の生活』をともに優先したい」が 54.4％、「『個人や家庭の生活』を優先したい」が 32.8％、「『仕事』を

優先したい」が 5.9％となっている。
〇　男女別では、「『仕事』を優先したい」で、男性の方が 4.4 ポイント高くなっている。
〇　年代別では、10 代が、「『仕事』を優先したい」で最も高く、「『個人や家庭の生活』を優先したい」で最も低くなっている。

＜分析結果＞
〇　20 代から 40 代まででは、「『仕事』と『個人や家庭の生活』をともに優先したい」と「『個人や家庭の生活』を優先したい」の差

が 9％から13％台であるが、その他の年代ではその差がそれよりも大きくなっている。全ての年代で、「『仕事』と『個人や家庭の生活』
をともに優先したい」が最も高い結果となっていることから、「個人や家庭の生活」と「仕事」のバランスが幅広く求められていると言
える。

【問８】それでは、次のうち、あなたの現実（現状）に最も近いものを１つ選んでください。
 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 「仕事」を優先している 26.1
2 「個人や家庭の生活」を優先している 32.1
3 「仕事」と「個人や家庭の生活」をともに優先している 33.5
4 無記入 8.2

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 26.1 31.0 22.2 19.4 33.0 36.9 31.1 36.2 32.2 15.7 9.5 40.0 
2 32.1 28.3 36.6 19.4 34.0 31.0 28.9 26.7 24.3 35.5 43.1 6.7 
3 33.5 32.6 33.4 45.2 32.0 27.4 34.4 31.4 37.4 41.0 26.3 40.0 
4 8.2 8.0 7.8 16.1 1.0 4.8 5.6 5.7 6.1 7.8 21.2 13.3 

あなたの現実（現状）に最も近いもの

＜説明＞
○　「『仕事』と『個人や家庭の生活』をともに優先している」が 33.5％、「『個人や家庭の生活』を優先している」が 32.1％、「『仕事』

を優先している」が 26.1％となっている。
〇　男女別では、「『仕事』を優先している」で、男性の方が 8.8 ポイント高くなっており、「『個人や家庭の生活』を優先している」で、

女性の方が 8.3 ポイント高くなっている。
〇　年代別では、選択肢のうち「『仕事』を優先している」が最も高くなっているのは、20 代と40 代となっている。

＜分析結果＞
〇　問 7 で「『仕事』と『個人や家庭の生活』をともに優先したい」と 54.4％の人が希望しているが、現実（現状）では「『仕事』と『個

人や家庭の生活』をともに優先している」人は 33.5％である。一方、問 7 で「『仕事』を優先したい」と希望している人は 5.9％であ
るが、現実（現状）に「『仕事』を優先している」人は 26.1％である。
　それぞれのライフステージに合わせ、「仕事」と「個人や家庭の生活」をともに優先したり、「個人や家庭の生活」を優先したりでき
るように、職場環境や社会制度を見直していくことが求められる。

無記入
8.2％

「仕事」を優先している
26.1％

「個人や家庭の生活」を優先している
32.1％

「仕事」と「個人や家庭の生活」
をともに優先している

33.5％
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【問９】男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、どの
ようなことが必要だと思いますか。次のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。

 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 男女の役割分担について社会通念、慣習、しきたりを改めること 46.6
2 仕事中心という社会全体の仕組みを改めること 35.0
3 男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること 35.3
4 仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を設けること 11.5
5 労働時間短縮や休暇制度を普及させること 47.5
6 夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合うこと 41.8
7 子どものときから家事などを男女で分担するようなしつけや育て方をすること 35.7
8 家事などを男性が行うことに対する抵抗感をなくすこと 39.1
9 年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担について当事者の考え方を尊重すること 28.3

10 その他 2.5
11 無記入 8.1

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 46.6 42.5 50.5 45.2 58.3 42.9 38.9 55.2 50.4 44.6 37.2 53.3 
2 35.0 37.2 33.2 32.3 29.1 47.6 35.6 49.5 41.7 27.7 22.6 40.0 
3 35.3 34.8 36.3 29.0 41.7 40.5 40.0 34.3 38.3 31.9 24.8 53.3 
4 11.5 13.6 9.3 16.1 13.6 7.1 11.1 9.5 13.0 9.0 15.3 20.0 
5 47.5 45.7 50.5 29.0 48.5 61.9 57.8 52.4 54.8 43.4 26.3 46.7 
6 41.8 38.2 46.1 29.0 50.5 50.0 40.0 30.5 33.9 44.6 43.1 46.7 
7 35.7 29.4 42.9 16.1 29.1 33.3 36.7 37.1 44.3 33.1 37.2 26.7 
8 39.1 33.2 45.1 32.3 44.7 42.9 40.0 44.8 38.3 33.7 34.3 46.7 
9 28.3 19.8 36.3 25.8 14.6 27.4 26.7 26.7 34.8 30.7 32.1 40.0 

10 2.5 2.7 2.2 3.2 1.0 4.8 4.4 1.9 3.5 1.2 2.2 
11 8.1 8.6 6.6 22.6 1.0 4.8 7.8 4.8 7.8 7.8 18.2 13.3 

男性が女性とともに、家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、
どのようなことが必要だと思いますか（複数回答）

50％0％ 10％ 20％ 30％ 40％

46.6％

35.0％

35.3％

11.5％

47.5％

41.8％

35.7％

39.1％

28.3％

2.5％

8.1％

　

仕事中心という社会全体の仕組みを改めること

男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること

　

労働時間短縮や休暇制度を普及させること

夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合うこと

　

家事などを男性が行うことに対する抵抗感をなくすこと

　

その他

無記入

男女の役割分担について社会通念、慣習、しきたりを
改めること

仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を
設けること

子どものときから家事などを男女で分担するようなしつけや
育て方をすること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担について当事者の
考え方を尊重すること

＜説明＞
〇　「労働時間短縮や休暇制度を普及させること」が 47.5％、「男女の役割分担について社会通念、慣習、しきたりを改めること」が

46.6％、「夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合うこと」が 41.8％、「家事などを男性が行うことに対する抵抗感をな
くすこと」が 39.1％、「子どものときから家事などを男女で分担するようなしつけや育て方をすること」が 35.7％、「男性の仕事中心
の生き方、考え方を改めること」が 35.3％、「仕事中心という社会全体の仕組みを改めること」が 35.0％となっている。

〇　男女別では、「年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担について当事者の考え方を尊重すること」「子どものときから家事などを男
女で分担するようなしつけや育て方をすること」「家事などを男性が行うことに対する抵抗感をなくすこと」で、女性の方が、それぞ
れ16.5 ポイント、13.5 ポイント、11.9 ポイント高くなっている。
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＜分析結果＞
〇　男女共に、必要だとされた上位 3 つの選択肢は、「労働時間短縮や休暇制度を普及させること」「男女の役割分担について社会通念、

慣習、しきたりを改めること」「夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合うこと」である。
〇　「年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担について当事者の考え方を尊重すること」「子どものときから家事などを男女で分担する

ようなしつけや育て方をすること」「家事などを男性が行うことに対する抵抗感をなくすこと」のいずれの回答も、女性の方が男性よ
り10 ポイント以上高くなっている。これらのことに、女性と男性の意識の差が表れている。

【問10－1】セクシュアル・ハラスメント（性的な言動による嫌がらせ行為）についてお聞きします。
あなたはセクシュアル・ハラスメントを受けたことがありますか。

 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 受けたことがある 10.2
2 受けたことがない 83.3
3 無記入 6.5

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 10.2 3.7 15.9 12.9 1.9 11.9 17.8 16.2 14.8 7.8 3.6 20.0 
2 83.3 89.8 78.5 67.7 97.1 84.5 78.9 82.9 79.1 84.9 78.8 66.7 
3 6.5 6.4 5.6 19.4 1.0 3.6 3.3 1.0 6.1 7.2 17.5 13.3 

セクシャル・ハラスメントを受けたことがありますか

＜説明＞
〇　「受けたことがある」が 10.2％、「受けたことがない」が 83.3％となっている。
〇　男女別では、「受けたことがある」が、女性で15.9％、男性で 3.7％となっている。
〇　年代別では、30 代で「受けたことがある」が最も高く、17.8％となっている。

＜分析結果＞
〇　女性の15.9％がセクシャル・ハラスメントを「受けたことがある」と回答している。設問が異なっているため単純比較はできないが、

2011年調査と比べ「受けたことがある」が、女性で、7.9 ポイント高く、男性で、2 ポイント高くなっている。

無記入
6.5％ 受けたことがある

10.2％

受けたことがない
83.3％
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【問10－2】問10－1で「受けたことがある」とお答えした人にお聞きします。セクシュアル・ハ
ラスメント（性的な言動による嫌がらせ行為）を受けたとき、誰かに相談しましたか。あ
てはまるものすべてに〇をつけてください。 単位 ％

番号 区分
回答者数 83人

1 警察 2.4
2 都道府県の相談機関 2.4
3 市町村役場（担当課、行政相談、心配ごと相談など） 0.0
4 弁護士 1.2
5 民間団体（ボランティア・NPO 法人など） 1.2
6 各種電話相談 1.2
7 家族 20.5
8 友人・知人 30.1
9 職場の上司や職場の相談窓口 13.3

10 その他 3.6
11 相談していない 47.0
12 どこに相談をしてよいのかわからない 4.8
13 無記入 0.0

※学生の方は「職場の上司」を「学校の先生」に置き換えてください。
（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）

区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入
回答者数 83人 14人 65人 4人 2人 10人 16人 17人 17人 13人 5人 3人

1 2.4 3.1 10.0 6.3 
2 2.4 3.1 5.9 5.9 
3 0.0 
4 1.2 1.5 5.9 
5 1.2 1.5 5.9 
6 1.2 1.5 7.7 
7 20.5 24.6 25.0 50.0 50.0 18.8 5.9 38.5 20.0 33.3 
8 30.1 28.6 29.2 50.0 50.0 30.0 25.0 17.6 17.6 61.5 20.0 66.7 
9 13.3 15.4 25.0 20.0 18.8 23.5 5.9 33.3 

10 3.6 4.6 5.9 5.9 7.7 
11 47.0 57.1 44.6 50.0 50.0 30.0 37.5 52.9 70.6 30.8 60.0 33.3 
12 4.8 14.3 3.1 20.0 11.8 
13 0.0 

セクシャル・ハラスメントを受けたとき、誰かに相談しましたか（複数回答）

50％0％ 10％ 20％ 30％ 40％

2.4％

2.4％

0.0％

1.2％

1.2％

1.2％

20.5％

30.1％

13.3％

3.6％

47.0％

4.8％

0.0％

警察

都道府県の相談機関

市町村役場（担当課、行政相談、心配ごと相談など）

弁護士

民間団体（ボランティア・NPO法人など）

各種電話相談

家族

友人・知人

職場の上司や職場の相談窓口

その他

相談していない

どこに相談をしてよいのかわからない

無記入

＜説明＞
〇　「相談していない」が 47.0％、「友人・知人」が 30.1％、「家族」が 20.5％、「職場の上司や職場の相談窓口」が 13.3％となっている。
〇　「警察」「都道府県の相談機関」「弁護士」「民間団体（ボランティア・NPO 法人など）」「各種電話相談」は、それぞれ1％台から 2％

台となっており、「市町村役場（担当課、行政相談、心配ごと相談など）」は０％となっている。

＜分析結果＞
〇　セクシャル・ハラスメントを受けた人の約半数は、どこにも「相談していない」結果となっている。相談したとしても、相談先は、「友

人・知人」」「家族」が上位である。専門相談窓口が広く市民に知られていない可能性が高い。
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【問10－3】あなたの身近にセクシュアル・ハラスメントを受けた人がいますか。 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 いる 16.2
2 いない 72.0
3 無記入 11.8

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 16.2 16.6 16.3 9.7 3.9 13.1 26.7 26.7 22.6 16.3 7.3 13.3 
2 72.0 72.2 72.2 67.7 94.2 79.8 67.8 68.6 68.7 68.1 63.5 73.3 
3 11.8 11.2 11.5 22.6 1.9 7.1 5.6 4.8 8.7 15.7 29.2 13.3 

あなたの身近にセクシャル・ハラスメントを受けた人がいますか

＜説明＞
○　「いる」が 16.2％、「いない」が 72.0％となっている。
〇　男女別では、「いる」が、男性、女性ともに16％台となっている。

＜分析結果＞
〇　問10－1では大きな男女の違いがあったが、ここでは男女の違いはほぼみられない。

【問11－1】ドメスティック・バイオレンス（夫や恋人など親密な関係にある者からの身体的、精神的、
性的又は経済的な暴力）についてお聞きします。あなたはドメスティック・バイオレン
スを受けたことがありますか。 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 受けたことがある 9.7
2 受けたことがない 83.7
3 無記入 6.6

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 9.7 7.8 11.0 16.1 1.0 13.1 8.9 15.2 16.5 8.4 5.8 13.3 
2 83.7 85.8 82.9 67.7 96.1 84.5 85.6 81.9 78.3 86.1 76.6 73.3 
3 6.6 6.4 6.1 16.1 2.9 2.4 5.6 2.9 5.2 5.4 17.5 13.3 

ドメスティック・バイオレンスを受けたことがありますか

無記入
11.8％ いる

16.2％

いない
72.0％

無記入
6.0％ 受けたことがある

9.7％

受けたことがない
84.0％
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＜説明＞
〇　「受けたことがある」が 9.7％、「受けたことがない」が 83.7％となっている。
〇　男女別では、「受けたことがある」が、男性で 7.8％、女性で11.0％となっている。

＜分析結果＞
〇　約 1 割の人がドメスティック・バイオレンスを「受けたことがある」と回答している。男性の7.8％が「受けたことがある」と回答し

ているように、ドメスティック・バイオレンスは男性も被害者となる問題である。

【問11－2】問11－1で「受けたことがある」とお答えした人にお聞きします。ドメスティック・バイオ
レンスを受けたとき、誰かに相談しましたが。あてはまるものすべてに〇をつけてください。

 単位 ％

番号 区分
回答者数 79人

1 警察 3.8
2 都道府県の相談機関 1.3
3 市町村役場（担当課、行政相談、心配ごと相談など） 2.5
4 弁護士 3.8
5 民間団体（ボランティア・NPO 法人など） 1.3
6 各種電話相談 1.3
7 家族 31.6
8 友人・知人 30.4
9 職場の上司や職場の相談窓口 1.3

10 その他 5.1
11 相談していない 41.8
12 どこに相談をしてよいのかわからない 3.8
13 無記入 1.3

※学生の方は「職場の上司」を「学校の先生」に置き換えてください。
（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）

区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入
回答者数 79人 29人 45人 5人 1人 11人 8人 16人 19人 14人 8人 2人

1 3.8 6.9 20.0 9.1 7.1 12.5 
2 1.3 3.4 9.1 
3 2.5 3.4 20.0 9.1 12.5 
4 3.8 3.4 2.2 20.0 6.3 25.0 
5 1.3 3.4 9.1 
6 1.3 3.4 9.1 
7 31.6 24.1 37.8 20.0 45.5 37.5 37.5 15.8 35.7 25.0 50.0 
8 30.4 17.2 37.8 40.0 45.5 25.0 37.5 26.3 21.4 12.5 100.0 
9 1.3 20.0 50.0 

10 5.1 6.9 4.4 18.2 6.3 7.1 
11 41.8 48.3 37.8 40.0 100.0 9.1 37.5 43.8 57.9 42.9 50.0 
12 3.8 6.9 2.2 9.1 14.3 
13 1.3 2.2 9.1 

ドメスティック・バイオレンスを受けたとき、誰かに相談しましたか（複数回答）

45％0％ 10％ 20％ 30％ 40％5％ 15％ 25％ 35％

3.8％

1.3％

2.5％

3.8％

1.3％

1.3％

31.6％

30.4％

1.3％

5.1％

41.8％

3.8％

1.3％

警察

都道府県の相談機関

市町村役場（担当課、行政相談、心配ごと相談など）

弁護士

民間団体（ボランティア・NPO法人など）

各種電話相談

家族

友人・知人

職場の上司や職場の相談窓口

その他

相談していない

どこに相談をしてよいのかわからない

無記入
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＜説明＞
〇　「相談していない」が 41.8％、「家族」が 31.6％、「友人・知人」が 30.4％となっている。
〇　「職場の上司や職場の相談窓口」が 1.3％となっている。
○　「警察」「都道府県の相談機関」「市町村役場（担当課、行政相談、心配ごと相談など）」「弁護士」「民間団体（ボランティア・

NPO 法人など）」「各種電話相談」は、それぞれ1％台から 3％台となっている。

＜分析結果＞
〇　ドメスティック・バイオレンスを受けた人の 4 割以上は、どこにも「相談していない」結果となっている。相談したとしても、相談先は、
「家族」「友人・知人」が上位である。専門相談窓口が広く市民に知られていない可能性が高い。

【問11－3】あなたの身近にドメスティック・バイオレンスを受けた人がいますか。
 単位 ％

番号 区分
回答者数 815人

1 いる 17.4
2 いない 71.4
3 無記入 11.2

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 17.4 15.0 20.0 12.9 3.9 22.6 17.8 26.7 20.9 19.9 10.2 26.7 
2 71.4 74.3 70.0 54.8 93.2 73.8 73.3 67.6 71.3 68.1 61.3 53.3 
3 11.2 10.7 10.0 32.3 2.9 3.6 8.9 5.7 7.8 12.0 28.5 20.0 

あなたの身近にドメスティック・バイオレンスを受けた人がいますか

＜説明＞
○　「いる」が 17.4％、「いない」が 71.4％となっている。
〇　男女別では、「いる」が、男性で15.0％、女性で 20.0％となっている。

＜分析結果＞
〇　身近にドメスティック・バイオレンスを受けた人がいると回答した人が、17.4％となっている。設問が異なるため単純比較はできな

いが、2011年調査と比べ身近に暴力を受けた人がいると回答した人が、8.5 ポイント高くなっている。

【問12－1】今後、女性の社会参画を進めていくことが必要だと思いますか。
 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 815人 761人 845人

1 はい 79.8 75.3 81.2 
2 いいえ 11.8 10.9 10.3 
3 無記入 8.5 13.8 8.5 

無記入
11.2％ いる

17.4％

いない
71.4％
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（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 815人 374人 410人 31人 103人 84人 90人 105人 115人 166人 137人 15人
1 79.8 79.4 82.0 54.8 89.3 78.6 81.1 86.7 84.3 77.7 66.4 73.3 
2 11.8 12.8 10.2 19.4 8.7 17.9 13.3 7.6 10.4 13.3 11.7 13.3 
3 8.5 7.8 7.8 25.8 1.9 3.6 5.6 5.7 5.2 9.0 21.9 13.3 

今後、女性の社会参画を進めていくことが必要だと感じますか

＜説明＞
〇　「はい」が 79.8％、「いいえ」が 11.8％となっている。
〇　2011年調査と比較すると、「はい」が 4.5 ポイント高くなっている。
〇　男女別では、女性の方が、「はい」で 2.6 ポイント高く、「いいえ」で 2.6 ポイント低くなっている。
〇　年代別では、「はい」と回答した割合が最も高いのが 10 代で、89.3％となっている。

＜分析結果＞
〇　女性の社会参画を進めていくことが必要という市民意識は概ね 8 割となっており、10 代では 89.3％と、年代別で最も高くなって

いる。

【問12－2】問12－1で「はい」とお答えした人にお聞きします。次のうち、必要と思うものすべ
てに〇をつけてください。 単位 ％

番号 区分 2017年 新発田市 2011年 新発田市 2006年 新発田市
回答者数 650人 573人 686人

1 女性の意識と能力の向上 44.3 50.8 41.4 
2 男性の理解と意識の向上 57.4 49.7 41.8 
3 習慣やしきたりの見直し 41.5 46.2 31.6 
4 女性の経済力の向上 32.6 30.5 14.7 
5 職場などでの待遇改善 46.9 41.7 28.0 
6 育児・介護休業、再雇用制度の充実など法制度の充実 60.6 56.5 56.6 
7 子育て環境の充実 60.0 50.6 21.6 
8 政治分野への女性の参画 16.0 22.7
9 防災・災害分野への女性の参画 9.2 13.6

10 その他 0.2 0.5 0.6
11 無記入 0.8 0.0 0.7

（男女別・世代別） 単位 ％（回答者数のみ人）
区分 全体 男性 女性 無記入 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入

回答者数 650人 297人 336人 17人 92人 66人 73人 91人 97人 129人 91人 11人
1 44.3 42.1 46.4 41.2 26.1 22.7 34.2 38.5 44.3 62.8 65.9 45.5 
2 57.4 56.9 57.4 64.7 58.7 56.1 64.4 60.4 58.8 50.4 54.9 72.7 
3 41.5 41.4 41.4 47.1 40.2 39.4 31.5 49.5 49.5 34.1 44.0 63.6 
4 32.6 22.9 42.0 17.6 27.2 37.9 37.0 38.5 25.8 29.5 37.4 27.3 
5 46.9 40.4 53.0 41.2 43.5 53.0 52.1 51.6 49.5 37.2 47.3 54.5 
6 60.6 55.2 66.1 47.1 44.6 68.2 69.9 65.9 56.7 63.6 59.3 54.5 
7 60.0 53.9 66.1 47.1 67.4 62.1 71.2 54.9 51.5 61.2 52.7 72.7 
8 16.0 15.2 17.3 5.9 17.4 12.1 13.7 14.3 13.4 16.3 23.1 18.2 
9 9.2 10.1 8.9 6.5 7.6 2.7 6.6 9.3 8.5 22.0 9.1 

10 0.2 0.3 1.4 
11 0.8 1.0 0.3 5.9 3.0 1.1 2.2 

無記入
8.5％

はい
79.8％

いいえ
11.8％
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女性の社会参画を進めていくために必要と思うもの（複数回答）

70％60％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

44.3％

57.4％

41.5％

32.6％

46.9％

60.6％

60.0％

16.0％

9.2％

0.2％

0.8％

女性の意識と能力の向上

男性の理解と意識の向上

習慣やしきたりの見直し

女性の経済力の向上

職場などでの待遇改善

育児・介護休業、再雇用制度の充実など法制度の充実

子育て環境の充実

政治分野への女性の参画

防災・災害分野への女性の参画

その他

無記入

＜説明＞
〇　「育児・介護休業、再雇用制度の充実など法制度の充実」が 60.6％、「子育て環境の充実」が 60.0％、「男性の理解と意識の向上」

が 57.4％、「職場などでの待遇改善」が 46.9％、「女性の意識と能力の向上」が 44.3％、「習慣やしきたりの見直し」が 41.5％となっ
ている。

○　男女別では、「女性の経済力の向上」「職場などでの待遇改善」「子育て環境の充実」で、女性の方が、それぞれ19.1ポイント、
12.6 ポイント、12.2 ポイント高くなっている。

＜分析結果＞
〇　男女別では、「女性の経済力の向上」で女性の方が 19.1ポイント高くなっていることから、男性に比べ女性の労働・雇用に対する

関心の高さがうかがえる。「政治」や「防災・災害」については、比較的関心が低い。
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Ⅲ　調査のまとめ

　この調査は、新発田市が 2017 年（平成 29 年）7 月から 8 月に実施した「人権問題に

関する市民意識調査」における男女共同参画についての調査結果をまとめたものである。

10 代から 70 代までの各世代から 300 名ずつ無作為抽出した 2,100 人を対象としている。

今回、はじめて、15 歳以上 19 歳以下の 10 代を対象に含めた。

　有効回答者数 815 人、回収率 38 .8％であり、前回 2011 年調査より 2.6 ポイント回収

率が向上した。

　設問ごとに、説明及び分析結果を記載してあるが、その結果を踏まえ、今後の課題と

方向性について次のとおりまとめた。

　【問１、問２】について

　男女共同参画社会ということばを知っているかどうかという問いについては、「知っ

ている」が増加し、「知らない」が減っていることを本文中でも指摘した。今後も、引

き続き市民の暮らしの中で、また多様な団体等の日々の実践活動の中で男女共同参画の

視点を取り入れ、更に効果的な啓発を推進していく。

　「用語」については、2011 年調査では 9 項目だったが、今回調査では 15 項目に増や

している。

　設問項目として、市が男女共同参画施策を行っていく上での方針・計画である「新発

田市男女共同参画推進条例」と「しばた男女共同参画推進プラン」、男女共同参画社会

基本法の実施法として位置づけられた「女性活躍推進法」、雇用・労働に関する「イク

ボス」・「マタハラ」・「パタハラ」を追加した。

　また、比較的若い世代でデートＤＶということが起こりうることを受け「ＤＶ防止法」

を追加した。

　市民の間の用語の認識について詳しく見てみると、労働・雇用に関する用語について

は、全体的に認識割合が高い。それに比べ、「ポジティブ・アクション」、「リプロダクティ

ブ・ヘルス／ライツ」などの専門的な用語については、2011 年調査に引き続き認識割

合は低い。「新発田市男女共同参画推進条例」、「しばた男女共同参画推進プラン」につ

いても認識割合が低いことから、情報提供を行うと共に、啓発を進める必要がある。男

女共同参画の推進に重要なキーワードは、今後も周知していかなければならない。
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　【問３－１、問３－２、問３－３】について

　男は仕事、女は家庭という考え（性別役割分担意識）についてどう思っているか調査

している。

　「どちらかといえば反対」、「反対」の割合は、2006 年・2011 年調査と比較して、増加

傾向にある。このことから、市民の間で、性別を問わず職業生活と家庭生活を共同して

営んでいくという意識が、徐々に浸透しつつあるように思われる。

　その一方で、「賛成」、「どちらかといえば賛成」の割合は、3 割を超えている。その

理由として、女性の回答を見てみると「女性が働くと、家事・育児・介護がきちんとで

きなくなる」が 51 .3％となっていることから、家事・育児・介護を担うのは自分である

という性別役割分担意識を女性自身が内面化していることがうかがえる。

　また、「女性が働いた場合、男性と比べ不利なところがある」という理由を 44 .5％の

女性が選択している。女性が就労した場合に、家庭生活での女性の負担感、職場での男

女の不平等感があることが推測される。こうした認識が、社会進出に対する女性たちの

実践の行動への影響を及ぼしている可能性もあることから、こうした認識を解消するべ

く、社会的サポート体制を図る必要がある。

　【問４】

　「男らしさ」、「女らしさ」、「その人らしさ」について調査している。

　「『男らしさ』『女らしさ』よりも『その人らしさ』を尊重するべきである」が、2006 年・

2011 年調査と比較して増加傾向にあるものの、問 3 − 2 の調査結果のとおり、未だに

固定的な性別役割分担意識が根強いことから、引き続き啓発が必要である。

　【問５】

　社会全体で男女平等になっていないと思うところについて調査している。「職場」「慣

習やしきたり」が半数以上の割合を示している。その次に割合が高い「家庭」は、男性

26 .5％、女性 40 .5％と、男女の数値に乖離があることから、男女の間での認識の差があ

ることがわかる。今後も、「職場」「慣習やしきたり」を中心に、男女平等を啓発してい

く必要がある。

　【問６】

　女性のリーダーを増やす時に障壁（さまたげ）となるものは何かについて調査してい

る。「保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分でないこと」、「保育・

介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」、「長時間労働の改善が十分ではな
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いこと」が上位であり、社会制度などの外的要因をあげる割合が高いことから、これら

のことについて、改善に向けた働きかけを行っていく必要がある。

　また、10 代の回答で一番高かったのは、「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性

リーダーを希望しないこと」であった。問 5 でも、実際に就労者が多くないと思われる

10 代を含むすべての年代において、「職場」が男女平等になっていないと回答する割合

が 50％以上であることから、家族等、身近な人たちの労働環境が若い世代の認識に影

響していると思われる。　　

　女性リーダーを増やしていくために改善・改革していかなければならないことは多い。

職場や家庭の改善と市民意識の啓発を行っていく必要がある。

　【問７】【問８】について

　「仕事」や「個人や家庭の生活」のバランスについて調査している。

　全ての年代で、「『仕事』と『個人や家庭の生活』をともに優先したい」が最も高い結

果となっている。その一方で、「『仕事』を優先したい」と希望している人と、現実（現状）

は、「『仕事』を優先している」人とは、20 ポイント以上の乖離があり、現実には仕事

を優先せざるを得ないことが推測される。多様な働き方・生き方を可能にする社会の実

現に向けた取組や、ワーク・ライフ・バランスを浸透させる取組が求められる。

　【問９】

　男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なことを調

査している。割合が高かったのは、「労働時間短縮や休暇制度の普及」「男女の家事役割

分担についての必要性」となっており、問 5 で、社会全体で男女平等になっていないと

ころとして上位にあがっている「職場」「慣習やしきたり」との関係性が推測される。

男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加していくために、多岐にわたる働きかけが

必要である。

　【問10 －１、問10 －２、問10 －３】について

　セクシュアル・ハラスメントについて調査している。2011 年調査と比べセクシュアル・

ハラスメントを「受けたことがある」「身近に受けた人がいる」と回答した人は、増加

傾向にある。セクシュアル・ハラスメントの認識が広まったことで、被害が数値として

表れているという見方ができる。

　その一方、多くの被害者が相談しない状況であることがわかった。企業等に対して、

加害者にならないための啓発活動を推進すると共に、「友人・知人」「家族」以外にも、
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安心して相談できる窓口等があることを、市民に広く伝えていくことが大切である。

　【問11－１、問11－２、問11－３】について

　ドメスティック・バイオレンスについて調査している。男性で 7.8％の人がドメス

ティック・バイオレンスを「受けたことがある」と回答していることから、男性もドメ

スティック・バイオレンスの被害者になりうるという認識が広まったと考えられる。

　その一方、多くの被害者が、セクシュアル・ハラスメントと同様、相談しない状況で

あることがわかった。都道府県の相談機関、市町村の相談窓口、各種電話相談が、性別

に関わらずドメスティック・バイオレンスの相談を受け付けていることを周知していく

必要がある。

　また、ドメスティック・バイオレンスは、被害者だけでなく、その家族、特に子ども

たちにも大きな影響を与えることが知られている。関係機関と連携し、支援活動を展開

する必要がある。

　【問12－１、問12－２】

　女性の社会参画を進めていくことが必要だと思うか、また、社会参画を進めるにあたっ

て必要なことを調査している。女性の社会参画を進めるために男性・女性の意識改革、

社会制度や慣習の見直し、ポジティブアクションの導入など幅広い分野での取組を推進

していく必要がある。特に、問 5 で、男女平等になっていないと思うところは、「職場」

という回答が最も多かったことに関連し、女性の社会参画を進めていくために必要と感

じていることの中には、労働・雇用関係に関わる回答が高い割合を占めている。長時間

労働の是正、職場の風土・制度の改善、保育環境の充実などの取組が強く求められる。

　また、2011 年発生の東日本大震災、2016 年発生の熊本地震においても、男女共同参

画の視点を取り入れた防災・災害分野の体制づくりなどが重要となってきている。この

ことから、引き続き地域防災力向上のための取組等についても啓発をしていく必要があ

る。
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設問で記述された「その他」の回答
【問３－２】「男は仕事、女は家庭という考え方についてどう思いますか。」の問いに、「賛成」、「どちらかといえば賛成」

と回答した人のその他の理由
・どちらでも特に問題無いように感じる（男性・40 代）
・社会のシステムがそういうふうにできている。（男性・60 代）
・働きたくないから（女性・30 代）
・女性は基本的にどれも向かない（男性・30 代）
・子どものためには母親が家にいるのはよいと思う（男性・30 代）
・子育て中は、心・時間がゆったりした家庭が望ましい（女性・70 代以上）
・反対ではないため、どちらでもよい（無記入）
・女性の賃金が男性ほどもらえるとは考えにくいので。（女性・30 代）
・核家族化が進む。都市集中型になる。（男性・50 代）
・働きたくないから（女性・30 代）
・子どもが一番親を慕っているときに母親が不在になり、寂しい思いにさせられる（女性・60 代）
・男は働き、女は家庭を守る（女性・60 代）
・女性が職場で活躍できる機会が少ない。体力面、給与面など特に地方に関しては圧倒的に男社会だと思う。（男性・20代）
・できる方がやれる事をやればよい（女性・30 代）
・男性の方が給与が高いところが多いから（女性・40 代）
・二人で話し合ってお互い助け合っていくべきと思う（女性・70 代以上）
・出産は女性しかできないものだから（男性・30 代）
・仕事は男性、家事・育児介護も男性は協力すべき（男性・50 代）
・女性につらい仕事をしてもらいたくない（男性・10 代）
・少子化だから（男性・30 代）
・特性にあっていることをケースバイケースで考えればよい（男性・60 代）
・賛成でも反対でもない。好きなように働けばよい。（男性・10 代）
・女性も自立を、と言われて育った世代なので、逆に男性は仕事を、という考えにあこがれを持っています。好きな役割

で生活していけばよいのではないでしょうか。（女性・30 代）
・平等な役割分担はするものの、女性が主体で決まることが多いため、女性が家庭のことを考えていると思う。（男性・

30 代）
・子どもの頃からそのような環境で育ってきたので、それが当たり前と思ってきた（女性・10 代）
・子どもがいた場合、できるだけ母親にいてもらいたい。（男性・40 代）
・女性は家庭に入って子どもを見ることができるのであれば、子どもにとっては一番良いことだと思うから（男性・20 代）
・男性の方が体力があるため、長い目で見ると男性の方が働いたほうが良いと思う。また女性の方が平均的に器用のため、

家事や育児に向いていると思う（女性・30 代）
・小学生ころまでは、いつでも親が子に寄りそえる機会が多くあったほうが良いと考えるから（女性・20 代）
・そのほうが楽しいから（男性・20 代）
・核家族世帯では、必然的にそうなる（男性・50 代）
・育児に限って言えば、女性の方が男性よりもより子どもに求められる時間が多いと考えます（男性・30 代）
・会社で仕事と責任を負って、女性としての気遣いを求められ、家では夫と子どもの世話、家事など負担を強いるばかり。

負担が減るなら役割分担すべき。（女性・40 代）
・女性と男性が協力して育児や家事をすることは大いに賛成ですが、子どもにとってそれぞれの役割が希薄化して、子

どもの育ちに不安がある。（女性・50 代）
・家事・育児・介護は家族がともに協力してやるべきである。（女性・30 代）
・長年共働きをしてきたが、困難な時期もあった（女性・70 代以上）
・育児休暇をとる割合が多いし、男性の方が働きやすいという面がなくなっているわけではないから（男性・20 代）

【問３－３】「男は仕事、女は家庭という考え方についてどう思いますか。」の問いに、「反対」、「どちらかといえば反対」
と回答した人のその他の理由

・女性の活躍が最近目立つため、女性が働く社会になったとしても、悪くはないと思います。（男性・30 代）
・女性の雇用も増えているから、女性が働くということも重要だと思う（女性・10 代）
・平等だから（男性・70 代以上）
・本人の働きたいか、家業をとるかは本人の意思を尊重すべきで、どちらかに強要すべき問題ではないと考える（男性・

60 代）
・男性と女性、仕事と家庭を定義づけ、分別することは意味がない（男性・40 代）
・男性が差別を受けている（男性・20 代）
・労働力の供給として必要（男性・60 代）
・仕事も家庭も生きがいを得られるものであるべきだから（男性・50 代）
・子どもを産む事だけは男性にはできない。（男性・50 代）
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・それぞれの家庭の事情もあるから（男性・60 代）
・女性が社会復帰できる職場が多くあり、家庭内のことは分担し、協力できる環境にあると思う（女性・50 代）
・子育てが終わった後の生きがい（女性・60 代）
・人口減により労働力が足りないため（男性・50 代）
・夫婦間のことであり自由ではあるが結婚前に話し合っておけばよい（男性・60 代）
・女性の好きにさせる（男性・10 代）
・男性が家事・育児は手伝うという考え方自体がありえない。共働きならば男性も半分以上するのが当然。（女性・60 代）
・考え方が古い（男性・30 代）
・その家庭ごとに合わせて生活のプランを立てればよい（男性・10 代）
・男性でも家事が得意な人もいるし、女性でも仕事が得意な人もいるから（無記入・20 代）
・男だけがなぜ仕事なのか。男性差別だと思う。（男性・30 代）
・このご時世、働かないと食べていけない。（女性・20 代）
・国の経済成長には女性の力が必要（男性・50 代）
・その女性がやりたいようにやればよい（男性・10 代）
・そういう考え方が大嫌いだから（男性・10 代）

【問４】「男は男らしく、女は女らしくという考えについてどう思いますか。」という問いのその他の回答
・人らしくがいい（女性・60 代）
・個人の自由（女性・30 代）
・１＋その人らしさ（女性・50 代）
・男らしさ、女らしさもその人らしさ。現代では定義づけする意味がない（男性・40 代）
・差別ではない「らしさ」は大事だと思う（男性・50 代）
・らしくの定義がわからない（女性・30 代）
・なるようにしかならない（女性・50 代）
・性同一性障害の方は気の毒に思う（女性・50 代）
・古いと思う（男性・20 代）
・時と場合による。時代によって違う。（女性・30 代）
・その人らしさも大切だと思うが、最近の世の中は変な方向性の人が多すぎると思う（男性・10 代）
・本人次第（女性・70 代以上）
・男らしさ、女らしさもその人のなりたいように自由に選べばよいと思う。（女性・30 代）
・男にしかできないこと、女にしかできないことがあるのだから、ケースバイケースでよいと思う。（男性・50 代）
・求められる場面によって意味合いも変わると思う（女性・20 代）
・どちらでもいい（男性・10 代）
・どちらともいえない（男性・60 代）
・考え方が古い（男性・10 代）
・男らしさ、女らしさというのは、非常にあいまい。人によって違う。（男性・30 代）
・「らしさ」を勝手に決めないでほしい（男性・10 代）

【問５】「社会の中で男女平等になっていないと思うところはどんなところですか。」という問いのその他の回答
・祭り（男性・40 代）
・給与の違いなど。（男性・60 代）
・平等とならない方が平和だと思う（男性・30 代）
・体のつくりが違うので、平等はありえない（男性・50 代）
・自然はもともと男女を平等につくっていない（女性・60 代）
・慣習をまげてまで地域活動などを平等にしなくてよい。（女性・30 代）
・二人で話し合って互いに尊重すべきと思う（女性・70 代以上）
・女性特権、女性を優遇しすぎ（男性・30 代）
・男女平等が良いことなのかわからない（女性・30 代）
・平等であり得ない（男性・60 代）
・能力による偏りは差別ではなく区別だと思う（男性・60 代）
・男性と女性では構造の違う生物なので平等にはならないことは当たり前の事だと思う。そもそも平等にする必要はな

い。（男性・10 代）
・今でも男はいばって生きている（女性・70 代以上）
・学校、保育園などの行事はほぼ母親。父親の参加率がとても低い。（女性・30 代）
・職場では近年、ことさらに女性を優遇しすぎるようになってきたのではないか。他方で見えない所で異性に負担がか

かってきている（男性・50 代）
・人々の持つ認識や価値観（無記入・20 代）
・女性専用車両や映画のレディースディがあるのに男性にはない。（女性・20 代）
・体のしくみがちがうため、社会・家庭すべてに差が出る（無記入）
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・男女が不平等と思うことは少ない（男性・10 代）
・社会全体を見ると、男女平等になってきていると思う。各家庭、または各人の意識の問題であると思う。（女性・30 代）

【問６】「政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やす時に障壁（さまたげ）となるものは何だと思いますか。」
という問いのその他の回答

・能力（男性・50 代）
・稲田大臣のような存在（男性・50 代）
・女性の体のサイクルが男性とは異なること（女性・40 代）
・慣習（女性・50 代）
・知る限り、まわりの人は一生懸命やっていると思う（女性・70 代以上）
・女性がすべてリーダーに向いているとは思えません（女性・30 代）
・まだ今の社会で経験不足と思う社会だと思う人がいると思う（男性・60 代）
・出産前後で社会に出られない期間があること（女性・20 代）
・性差別の意識なしに、女性リーダーが増えればよいと思う（男性・50 代）
・まだ社会的に男尊女卑の傾向が残っている気がするため（男性・20 代）
・男性、女性共にリーダーとして生きていくには、周囲や家庭の支援が大切であると思う。（女性・30 代）
・そういったものに文句をいう存在（男性・10 代）

【問９】「男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、どのようなことが必要
だと思いますか。」という問いのその他の回答

・女性の仕事を男性も率先してするべきだと思います。（男性・30 代）
・「権利を主張し、義務を負わない」という考えをやめること。（男性・50 代）
・記載なし（男性・70 代以上）
・収入が不足している（男性・30 代）
・男性にも育児休業できるようにする（女性・10 代）
・自身が気づくこと（男性・40 代）
・男性の方が給料が高い、女性は結婚すると仕事を続けにくいなどを改善してほしい（女性・40 代）
・給与を増やし労働時間を減らす（男性・20 代）
・家事、子育て、介護、地域活動を行う人に対して敬意を払う（女性・50 代）
・夫婦のことは夫婦で相談して世間の目を気にしなければよいのではないか（女性・50 代）
・男性女性それぞれ得意不得意があると思うので、それぞれの家庭で解決すればよいと思う（女性・30 代）
・お互いにやれることはする（男性・60 代）
・職場の理解、参加しやすい体制を整える。社会全体が理解し、推進する方向にならなければいけない（女性・60 代）
・思いやりの心、やさしさ（女性・30 代）
・給与が上がり、時間当たりの収入が増えれば家庭への時間が多く取れる（男性・50 代）
・各人によって違うため、その人に合わせて考えていく（男性・70 代）
・ベーシックインカムの導入（無記入・20 代）
・長時間労働やサビ残を減らすこと。子どもとの時間が取れるようにしてあげればよい。（女性・20 代）
・夫婦または家族のなかで、それぞれの境遇に合わせたライフサイクルをするよう協力体制を理解しあえることが大切
（女性・70 代以上）

・男性はそもそも家事ができないという人もいると思うから、教えたりすることも必要だと思います。（男性・20 代）

【問10 －２】「セクシュアル・ハラスメント（性的な言動による嫌がらせ行為）を受けたことがある」と回答した人で、「セ
クシュアル・ハラスメントを受けたとき、誰かに相談しましたか。」という問いのその他の回答

・セクハラという言葉さえない時代に、女性はみんな我慢していました。（女性・50 代）
・直接本人と対決した（女性・60 代）
・職場の同僚（女性・40 代）

【問11－２】「ドメスティック・バイオレンス（夫や恋人など親密な関係にある者からの身体的、精神的、性的又は経済
的な暴力）を受けたことがある」と回答した人で、「ドメスティック・バイオレンスを受けたとき、誰かに
相談しましたか。」という問いのその他の回答

・通院している医師（女性・40 代）
・家裁（男性・60 代）
・今の夫（女性・20 代）
・親戚（男性・20 代）

【問12－２】「今後、女性の社会参画を進めていくことが必要だと思いますか。」という問いに、「はい」と回答した人で、
必要と思うもののその他の回答

・男性への配慮や理解（話を女性が聞く（相談相手になる）） （男性・30 代）



− 29 −

自由記載欄の意見など

　男性の話を女性がもっと聞いて答えてくれたら、男性も女性も変わると思います。異性同士では言
えない事もたくさんあると思います。（男性・30 代）

　誘導的設問が多い（男性・50 代）

　私の母は DV に当たると思います。そんな母親をみて、経済力が大切だと強く感じました。私は職
場にも恵まれ 50 歳代半ばまで働くことができました。女性が自活できる社会になって欲しいです。（女
性・60 代）

　今ちょうど授業で人権について学んでいたので、人権について考えられるいい機会になりました。
　私は子どもの人権にとても関心があります。最近は自ら命を絶つ人も多くなっています。一人の子
どもに対して保護者や先生の目が行き届いていない気がしています。
　人権は生まれながらにもっている権利です。お互いが尊重し、認めあい、何より理解していない人
もいると思うので、大人だけではなく、子どもにも人権について再確認され、理解させることが重要
だと思います。（女性・10 代）

　人権問題というと、自分にはあまりなじみがなかったり、よく考えてこなかった問題でしたので、
アンケートに答えているうちに様々な問題があることが分かり有意義でした。
　一人ひとり平等な社会の実現は難しそうですが、まず出来ることをさがして何か始めてみたいです。

（男性・30 代）

　報道・マスコミ・新聞など事実を伝え、事実でないことを伝えたときは必ず間違っていたことを修
正して対応することは当たり前だと強く思っています。（男性・60 代）

　同じ家に住んでいるのに今回のアンケートが二人に届いたのが納得いきませんでした。
　前にも同じような内容のアンケートに答えたことがあるので、同じアンケートに同じ人物がこたえ
るのも調査にならないように思います。（女性・40 代）

　返信用封筒のノリの部分がくっついていて開けるのに苦労した。（男性・50 代）

　田舎ほど慣習・固定観念・よそ者を受け入れない傾向がつよい。
　よって差別はなくならないと思う。（女性・30 代）

　性別の記入欄がある事がすでに差別かなと思いました。（女性・30 代）

　アンケートのおかげで新発田市の差別がなくなることはないと思う。
　まわりには差別している人もされている人もいないと思うが、つもりもないのに差別されていると
思っている人もいると思う。（男性・30 代）

　以前勤めていた会社で外国人の人が昔、いじめられていたという事を聞きました。入職する前に言
及しておくとか、定期的に話をきくとかすれば、いじめを防げたのではないかと思います。（女性・
20 代）

　被災者に対するよそ者扱いなどの人権についても取り上げていく必要があると感じました。（男性・
20 代）

　同和問題の解消・解決（男性・50 代）

　こちらの地域では、初対面の人を受け付けない、恥ずかしいなどの思いが強いところに加え、郷土
愛が異常なまでに強く新参者を警戒するあまり全くフレンドリーではない。
　地元を誇りに思う気持ちは悪いとは思わないが、地元をその土地で生まれ育った人たちだけで構築
していこうとするそういう気持ちが根付いていることは、そこにイジメや差別を助長させる根源では
ないだろうか。（男性・50 代）
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　差別していると明らかにわかったら、発言、態度、噂を流すなどの行為に対して厳罰を与えるべき
だと思います。条例の施行とすみやかな執行がなければ、いつになっても差別などなくならないと思
います。（女性・20 代）

　道徳の授業があったように、学校で導いてもらうことも必要だと思います。（女性・60 代）

　一人親に対する制度の見直し。収入があっても家族背景により生活が苦しい方もいる。生活保護を
受け出産、仕事をせずという方もいる中、一人親で頑張っている方もいる。子ども手当の延長も必要
と思う。子どもが特に「学生」という立場である間は。（女性・40 代）

　税金を取りすぎている（男性・40 代）

　同和問題について日ごろ気にしていることがあります。私は中年頃になり、ようやくテレビ・本・
映画で知りましたので随分遅かったと思いますが、母に聞いたらこの辺にもあるとのこと。でも知ら
ない人の方が多いように感じます。支所の前に掲げてある看板を見て何のことと聞いてくる人もいま
す。
　あの看板はない方が良いのにといつも思いながら豊浦支所の前を通っています。（女性・70 代以上）

　人権について考える機会も少なく、今回このアンケートを見ながら考えさせられました。（女性・
30 代）

　人権は比較的尊重されていると思う。（男性・30 代）

　言葉の意味が分かりました。勉強になりました。（女性・70 代以上）

　私の友人も以前仕事をしていましたが、結婚し妊娠をしたら上司からやめるように言われて仕方な
く退職しました。結婚して格下げ（給料）、妊娠して本人は働きたいのに退職はひどすぎると思います。
　今から 10 年くらい前の話ですが、まだまだ男性社会、女性軽視の社会に憤りを感じます。
　子どもたちの頃には男女平等の社会を望みます。（女性・40 代）

　役所の方々がもっと考えていただきたい。（女性・30 代）

　ひとりひとりが支えあう、これが「人」です（男性・70 代以上）

　地方になるほど昔からの考え方やしきたりを尊重して人権よりも昔の考え方を重要視するような気
がする。新発田の議会が全国に先駆けて議員の比率を男女で 50% ずつにするとか、障がい者枠を設け
ることを考えてもいいと思います。（男性・40 代）

　平等はありえないことであると思う
　思いやりと許容の心を持つことで安心できる社会ができると思う。（男性・20 代）

　学校にも家庭にも居られない子どものために、どこかに居場所を作ってください。いじめを受けて
いる子どもを救うことは、いじめている子どもを救うことにもなるのです。（女性・50 代）

　人権問題の名のもとで、特定の運動団体の方針を市民に押しつけるようなことはやめてほしい。（男
性・50 代）

　男・女・外国人に関わらず、その人自身を尊重される世の中になってほしい。古いしきたりも時に
は大事だが、今を見つめ年配の方も柔軟に考えてほしい。今の世の中から完璧に差別がなくなるのは
大変難しいと思う。（女性・30 代）

　税金が高すぎて結婚をする人が少なくなっている。（男性・20 代）

　人権問題については、どの事項に関しても意識改革をしていかないと変わらないと思う。（女性・
20 代）
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　税金が高すぎる（男性・10 代）

　少々、母子家庭の支援が良くなりすぎていると思う。多数子を産み育てる家庭は、今の時代だとギ
リギリの生活をしなければならない。母子家庭の方が自由に見ええしまうのは少々しかないかと思う。
　実際そういう声も（普通家庭の人から）聞く。同じ母親なのだから、それこそ人権差別だとおもう。

（女性・20 代）

　今、国政に於て一番の人権侵害である戦争を容認し、平和憲法を変えようとする方向性のもとに、
人権侵害につながるであろう法案を可決し続けていることに大変な危機感を覚えます。
　人権問題の根本にあるのは人と人の間に横たわる無理解、不和争いである。人の心が平和で安定し
ていれば無くなるものだと思っています。
　その前提となる国の安定平和を保ち続けなければ全ての人権問題は悪化すると思います。（女性・
60 代）

　このアンケートの質問・答えが反映されるよう頑張ってください。（男性・20 代）

　個々の考え方が変わらないと変わらない。子どものときから男だから、女だからと育てず、人とし
て育てる。（女性・60 代）

　人権問題を理解し、意識する良い機会になりましたが、難しいアンケートでした。（女性・70 代以上）

　職場が繁忙期でアルバイトに中国の学生が頑張ってくれているが、やはり日本人との習慣の違いな
どでトラブルが発生し、本人も職場の人々も困惑。人権と共に、そういった側面の問題も多々あると
思う。（女性・50 代）

　問題が少し難しすぎるので、成人以上の方から抽出したほうが良いと思う（女性・10 代）

　新発田にも同和問題がいまだにあることを知った。
　大人が子どもたちの見本となるような政治、社会、学校になってほしい（女性・10 代）

　学校教育等での人権問題に対する取り組みが十分ではないと思われます。（男性・50 代）

　まだ新発田市は賃金が安いと思います。
　保母さんや介護士など 1 日体をつかって、もっと考えてほしいです。（女性・50 代）

　生まれてから亡くなるまでの自分の人生に誰かのために何かをしてやれないかを思い考えることが
大切ではないでしょうか。（男性・60 代）

　古い考えは見直すべきだと思う。もっと進歩すべきだと思う（法律、意識）。（男性・20 代）

　市町村県単位で、どんな条例ができているか分からないので、もっと PR してほしい。
　部落差別についての授業と並行して、障がいのある人や日本にいる外国の人への差別についても学
習の場を設けるべきだと思う。（男性・10 代）

　新発田市でもいろいろと人権について力を入れている様子がみられてよかったと思います。（男性・
60 代）

　いじめやパワハラは無くならないと思う。その上で何かしらの法律を考えてもらいたい。（男性・
40 代）

　女性の職種によると思う（男性・60 代）

　中学生のころ、部活の顧問の先生から不当に差別された経験があります。
　ドメスティックまではありませんが、今でも思い出したくない楽しい思い出のない中学時代を過ご
しました。これからの若者には同じ思いをさせたくありません。
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　先生の質を上げていくのも重要だと思います。（女性・50 代）

　他人にあまり関心を持たないことだと思う。自分は自分、他人は他人です。（女性・60 代）

　ネットで回答できるようにしてほしい。（男性・20 代）

　今回は自分がどれほど無関心だったか思い知ったような気がします。
　特に部落差別問題とはなにか？そういう差別があること自体、よくわかりませんでした。（女性・
50 代）

　様々な人権問題が起きていますが、社会の姿勢、教育の姿勢、そして家庭での姿勢が大切だと思い
ます。（女性・30 代）

　家庭の在り方の対策
　結婚もできない賃金対策（パート等のあり方）（男性・70 代以上）

　どんな人でも、どんな年齢・性別・職業・立場の人でも生きにくいと感じたら人権が侵害されたと
いうことになるのではないでしょうか。
　いじめと同じで、受けた側が嫌な気持ちになったなら、そういう事だと思います。（女性・30 代）

　若い人が政治に関心が持てる環境づくりが大事だと思います。（女性・10 代）

　普段聞きなれないことがありました。大変勉強させていただきました。（男性・50 代）

　高齢化社会が進むので、人権教育の際に高齢者との関わりをもつ時間を作るなどして、介護への理
解を深めることも大事だと思います。（女性・10 代）

　国民一人一人が考えることが大切（男性・10 代）

　人間が人間らしく生きるという事を下支え、推進していくことは非常に重要であり、なかなか目に
見えたせいかは見えにくいものだと思います。
　だからといって、女性・高齢者など、具体的に大きな社会現象のないものまで個々に対応しようと
いうのは逆差別につながりかねなく、本末転倒だと思います。（男性・30 代）

　いじめ見逃しゼロスクール集会など、そのような啓発活動をしてもあまり効果はないと思う。
　法律や制度を充実させるほうが賢明である。（女性・10 代）

　部落差別は祖母の時代と思っていたので、自分自身には関わりのない問題と思っているし、差別な
どなく今まで生活しているので問題もなく、アンケートが難しい。（女性・40 代）

　自分自身の意識の高揚、自己啓発が大切であると思う。（女性・30 代）

　日常、人権問題についてあまり意識していなかったように思いますが、今後はもっと関心をもって
いかなければと思いました。（女性・70 代以上）

　このアンケートは量も多いし、少し難しい用語も多い。
　もう少し説明を丁寧にしたり、質問の量を減らす、もしくは対象者を増やして一人当たりの質問の
量をへらすなどしたほうが良いと思います。（男性・20 代）

　とても面倒な問題で、わかりませんでした。（女性・70 代以上）

　「報道の自由」という図式がありますが、一番の人権問題だと思います。
　今の社会は弱いものいじめの社会であって、政治も法律も強い者が勝つ社会です。（男性・50 代）

　市の取り組みにあまり理解がなかったので、アンケートで勉強になりました。（女性・40 代）
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　家庭も平和で特に心配事もなく、充実した毎日を過ごしているので人権問題についてあまり関心が
ありません。（女性・60 代）

　高校でやっと様々な社会の取組みが分かってきました。（男性・10 代）

　一般には人権尊重されているといいますが、見る角度においては、されていない部分もあり。（男性・
60 代）

　子どもが小さいので、時間を作るのが大変でした。このような調査に 1 度当たれば 2 度当たること
がないようにお願いしたいです。また、回答結果が行政にいかされることを望みます。（女性・30 代）

　質問が分かりづらい。範囲を絞ってもらいたい。（男性・60 代）

　偏見を持たないこと、被害者意識をもたないこと、自分に都合よく行動しない事、自分に厳しく他
人にやさしく。
　今は自分に甘く他人に厳しくする人が多いから、いろんな問題が起きていると思います。
　自立する、人のせいにする人が多い。自分で努力してみることが大事だと思います。（女性・60 代）

　市から県への、国への横展開が必要（男性・70 代以上）

　新発田市内でも人権に関わる落書きがあったことなどを学校で習いました。
　身近なものであるととらえ、人権問題について、より深く勉強していかなければならないと思いま
した。（女性・10 代）

　思いやりは親が子に教えればよい。（女性・50 代）

　中学校、高校でも人権・同和教育を実施するなど良い取り組みができていると思う。
　新発田市が共通の資料集（中学時）を作っているのもよく、今でもそのとき学習した内容は印象に
残っている。（男性・10 代）

　いつの間にか時代がすっかり変わり、あまりにも豊かな時代に自分だけの幸せを求める時代になっ
たと愁いております。（女性・70 代以上）

　新発田市がこのようなアンケートをとっていることは初めて知りました。積極的に市民の考えや現
状について知ろうとしている市の姿勢は素晴らしいと思います。
　人権のことについて学校の授業で学び、興味を持っていたので、このようなアンケートを受け、さ
らに興味深くなりました。
　ぜひ新発田市の人権問題の改善に役立ててほしいと心から願っております。（男性・10 代）

　土地柄なのか、古くから住んでいる方々の結束が強いのか、新しく来た人をなかなか受け入れても
らえません。無言の圧力で、車の止める場所が悪いと警察に通報されたり大家さんに告げ口をされた
り、これでは地域になじむことができません。（女性・50 代）

　引っ越しして 4 年になりますが、なじめないまま孤立しておりました。
　そこに、ここの所ご近所からの理不尽な嫌がらせに心身ともにまいってしまいます。
　新しい人間は受け入れにくいのか、うち１軒だけが孤立しています。（女性・20 代）
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加　藤　康　弘 ２号委員　　関係団体を代表する者
齋　藤　幸　子 ２号委員　　関係団体を代表する者
髙　橋　幸　子 ２号委員　　関係団体を代表する者
野　島　一　生 ２号委員　　関係団体を代表する者
片　桐　　　照 ２号委員　　関係団体を代表する者
若　桑　昭　男 ３号委員　　その他市長が適当と認める者
加　藤　康　雄 ３号委員　　その他市長が適当と認める者

新発田市男女共同参画審議会部会（市民意識調査結果の検討）

委　員 所　　属
虎　岩　朋　加 敬和学園大学人文学部准教授
大　堀　正　幸 新発田市男女共同参画審議会委員
山　田　せい子 新発田市男女共同参画審議会委員
髙　橋　幸　子 新発田市男女共同参画審議会委員
若　桑　昭　男 新発田市男女共同参画審議会委員
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